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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A1橋台配筋図(1) 縮尺　1:125
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A1橋台配筋図(2) 縮尺　1:125
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A1橋台配筋図(3) 縮尺　1:125
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A1橋台配筋図(6) 縮尺　1:125
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R=137.5

10
8

135
°0'

13
5°

0'

318

29
02

3
1
8

"22 1

21 " 1

"20 1

19 "

"18 1

1

"17 1

R

"16 1

15 "

"14 1

1

"

"12

13

1

1

11 "

"

"

"8

10

9

1

1

1

1

L

"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 22

   2

   4

   3

R 6  -1W

1

1

1

1

D16 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

W
6 22－D16×5040（平均長）

"22 1

21 " 1

2
6
4

10
4

L

R=663
00

L

R=75

11
8

"

"18

19

1

1

3
00

L

R=75

11
8

3
0
0

4582

R=75

11
8

R

5
50
0

W
11 2－D16×5500

1
95

327

1
95

"10 1

"

"8

9

1

1

L

"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 10

   2

   4

   3

R 20 -1W

1

1

1

1

D16 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

"10 1

"

"8

9

1

1

L
"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 10

   2

   4

   3

R 19 -1W

1

1

1

1

D22 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

1
95

248

1
95

"8 1

ΣＬ

"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 8

   2

   4

   3

R 16 -1W

1

1

1

1

D22 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

"8 1

ΣＬ

"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 8

   2

   4

   3

R 12 -1W

1

1

1

1

D25 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

RW
7 2－D16×8500

RW
10 28－D25×3760

RW
9 28－D13×690

1
9
5

327

1
9
5

RW
8 18－D13×650

"20 1

19 "

"18 1

1

"17 1

R

"16 1

15 "

"14 1

1

"

"12

13

1

1

11 "

"

"

"8

10

9

1

1

1

1

L

"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 22

   2

   4

   3

R 5  -1W

1

1

1

1

D22 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

W
5 22－D22×5040（平均長）R

ΣＬ

"16 1

15 "

"14 1

1

"

"12

13

1

1

11 "

"

"

"8

10

9

1

1

1

1

"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 18

   2

   4

   3

R 4  -1W

1

1

1

1

D22 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

W
4 18－D22×4430（平均長）

ΣＬ

"

6

1

5

"

"

"

"

平均長 8

   2

   4

   3 1

1

1

1

1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

RW
2 8－D25×5970（平均長）

ΣＬ

"

"16

17

1

1

15 "

"14 1

1

"

"12

13

1

1

11 "

"

"

"8

10

9

1

1

1

1

"

"6

7

1

1

5 "

"

"

"

平均長 20

   2

   4

   3

R 1  -1W

1

1

1

1

D25 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

RW
1 20－D25×3350（平均長）

RW
3 7－D25×5000

195

195

2
91

49204502R 2  -1W D25 1

"

8

4352 4770"20 1

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A1橋台配筋図(7) 縮尺　1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台配筋図(7)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋
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エポキシ鉄筋

◎

179 kg2 050 kg 2 229 kg(SD345) 合 計

-   65 kg 65 kgD13

-   72 kg 72 kgD16

-   47 kg 47 kgD19

179 kg1 161 kg 1 340 kgD22

-   705 kg 705 kgD25

機械式鉄筋

合 計

1 136 kg小 計

10515.03.9873 760D25RW  25◎

250.6870.99536690D13RW  24◎

60.6470.99510650D13RW  23◎

200.6070.99533610D13RW  22◎

125.991.5623 840D16RW  21◎

272.681.5610 (平均長)1 720D16RW  20◎

525.233.0410 (平均長)1 720D22RW  19◎

2929.23.0419 590D22RW  18◎

5829.23.0429 590D22RW  17◎

20225.33.048 (平均長)8 330D22RW  16◎

21919.93.98115 000D25RW  15◎

3838.43.9819 640D25RW  14◎

7738.43.9829 640D25RW  13◎

26633.33.988 (平均長)8 370D25RW  12◎

94 kg小 計

40.6870.9956690D13LW  12◎

60.6270.9959630D13LW  11◎

40.6570.9956660D13LW  10◎

334.681.5673 000D16LW  9◎

476.752.2573 000D19LW  8◎

999 kg小 計

1794.963.04361 630D22A  11※

1312.83.0414 210D22A  10-1◎

26028.93.0499 510D22A  9-3◎

30433.83.04911 130D22A  9-2◎

21223.63.0497 770D22A  9-1◎

☆

☆

546 kg

-   

-   

-   

546 kg

-   

-   

-   

機械式鉄筋

エポキシ鉄筋 エポキシ鉄筋なし

11 346 kg 69 kg4 623 kg 16 584 kg(SD345) 合 計

182 kg -   -   182 kgD13

315 kg 69 kg69 kg 453 kgD16

142 kg -   699 kg 841 kgD19

2 393 kg -   600 kg 3 539 kgD22

1 015 kg -   -   1 015 kgD25

-   -   1 117 kg 1 117 kgD29

7 299 kg -   2 138 kg 9 437 kgD35

機械式鉄筋

合 計

1 843 kg小 計

178.581.5625 500D16RW  11

42015.03.98283 760D25RW  10

190.6870.99528690D13RW  9

120.6470.99518650D13RW  8

2713.31.5628 500D16RW  7

1737.861.5622 (平均長)5 040D16RW  6

33715.33.0422 (平均長)5 040D22RW  5

24313.53.0418 (平均長)4 430D22RW  4

13919.93.9875 000D25RW  3

19023.83.988 (平均長)5 970D25RW  2

26613.33.9820 (平均長)3 350D25RW  1

391 kg小 計

140.6870.99520690D13LW  7

60.6270.9959630D13LW  6

130.6570.99520660D13LW  5

596.570.99596 600D13LW  4

596.570.99596 600D13LW  3

984.681.56213 000D16LW  2

1426.752.25213 000D19LW  1

4 692 kg小 計

232.291.56101 470D16F  10※

462.291.56201 470D16F  9※

212.641.5681 690D16F  8☆

482.641.56181 690D16F  7☆

11411.42.25105 050D19F  6☆

23423.42.251010 390D19F  5☆

35123.42.251510 390D19F  4☆

60031.63.041910 390D22F  3☆

1 11726.65.04425 270D29F  2☆

2 13850.97.51426 780D35F  1☆

9 658 kg小 計

29072.47.5149 640D35A  8

29774.37.5149 890D35A  7

5464.963.041101 630D22A  6※

60728.93.04219 510D22A  5-3

71033.83.042111 130D22A  5-2

49623.63.04217 770D22A  5-1

30460.87.5158 100D35A  4-1

2 75578.77.5135 (平均長)10 480D35A  3

30460.87.5158 100D35A  2-1

2 75578.77.5135 (平均長)10 480D35A  1

(エポキシ鉄筋なし)

(エポキシ鉄筋)(上部工施工)

D13

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

36

36

-

-

36

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

D13

(下部工施工)

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

30

-

30

-

30

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

(エポキシ鉄筋)

D13

(下部工施工)

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

110

110

-

-

110

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

筋

φ

a

θ

a

90
°

a

鉄筋加工寸法表

L

4

3

5

6

7

5

1
2φ

R

直角フック

L

L

a

69

56

L

21

17

95

108

125

28

32

37

8225

a

75

61

a

82 53

66

L

104

118

137

103

119

91

8978

θ=90°θ=60° θ=135°

L=2L-a

8

8

9

12

138

151

220

164

41

45

66

49

151

165

240

179

210

132

156

144

φ

R

φ

12φ

L

L

L

119

96

a

113

92

164

215

185

155

177

205

134 141

88

71.5

48

39

R=3.0φ

121

137.5

159.5

66

75

87

104.557

R=5.5φ

θ≦90° θ＞90° θ=45°
径

主 D19

D25

D29

D22

D13

D16

237

260

281

379

226

247

360

269

176

192.5

280.5

209

96

105

153

114

D51

D32

D38

D35

320

239

201

119

157

182

138

100

半円径フック

8φ以上で12cm以上

R

220

主　筋 中間帯鉄筋

摘要質量（kg）1本当り質量（kg）単位質量（kg/m）本数長さ（mm）径符号

鉄 筋 表(上部工施工)
摘要質量（kg）1本当り質量（kg）単位質量（kg/m）本数長さ（mm）径符号

鉄 筋 表(下部工施工)

3115.73.0425 170D22A  10-2◎

29759.37.5157 900D35A  2-2

29759.37.5157 900D35A  4-2

箇所

箇所

箇所

A種鉄筋 C種鉄筋 A種鉄筋 C種鉄筋

A種鉄筋 C種鉄筋

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A1橋台配筋図(8)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台配筋図(8)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋
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4
65
0

10494

10494

鉄筋質量表

S 1 D25 4800 71 3.98 19.1 1356

2 D25 4990 37 3.98 19.9 736

3 D16 10500 33 1.56 16.4 541

4 D16 10620 17 1.56 16.6 282

5 D13 470 263 0.995 0.468 123

6 D13 960 13 0.995 0.955 12

7 D13 300 104 0.995 0.299 31

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

10689

5344 5345

5
0
00

5
0
00

1
6@
3
00
=
4
80
0

144

1
0
0

1
0
0

100 145 100

1
0
0

3
2
@1
5
0
=4
8
0
0

1
0
0

34@150=510017@300=5100

D252S
D251S

D164S D163S

4-4 5-5

33

5
00
0

1
0
0

5
00
0

1
0
0

1
6@
3
00
=
4
80
0

1
0
0

3
2
@1
5
0
=4
8
0
0

1
0
0

310

12592.5 92.5

D
25

2
S

D
2
5

1
S

D
1
3

5
S

6
-6

3
7-
D
25
×

49
9
0

2
S

3@100=300

3
@
10
0
=
30
0

100

3
@
50
=
1
50

50

11
8

50

118

R
=
75

R
=7
5

7
1-
D
25
×

48
0
0

1
S

4
80
0

263-D13×4705S

195

1
13

195

13-D13×9606S 104-D13×3007S

S

S

S

S

S

S

D25 2092 kg

D16 823 kg

D13 166 kg

合計 3081 kg

管

PL

50A

t=4

210

φ70

13

13

5.31 1.12

0.121

15

2

kg17

3081 kg

コンクリート (A1-3)

型枠 (C)

ゴム沓 150×150×30(E)

目地材 (エラスタイトt=20mm)

目地材 (エラスタイトt=30mm)

= 16.6 m
3

= 4.9 m
2

= 14 箇所

= 4.9 m
2

= 5.1 m
2

ガスパイプ

キャップ

6

6

10689

10689

3
10

1
1
3
8
4
1
13

2.500%

34@300=10200 100100

68@150=10200 100100

145

145

144

144

4
5

3-3

D163S

D164SD135S

8
4

8
4

17-D16×106204S

33-D16×105003S

88
°
34
'

91°
26'

5
00 2
20

2
80

1

10100

13@750=9750175 175

12@750=9000 550550

1

アンカーバー D22

10100

12@750=9000

2.500%

445 10760 445

1-1

5001054

550 550

2
2

ゴム沓 150×150×30アンカーバー D22

4

4
5

11650

609

2-2

D22

D25

66

75

121

137.5

104

118

28

32

95

108

5

6

θ＞90° R＝5.5φ

θ≦90° R＝3φ

鉄筋曲げ加工表

D19

D13

D16

径

57

39

48

R

L

104.5

71.5

ΔL = 2 x L - a

θ=90°

L

89

61

75

a

25

17

21

ΔL

a

R

θ

82

56

69

a

θ=135°

88

R

5

3

4

ΔL

φ

10689 20
(目地材)

(SD345)

ガスパイプ

アンカーキャップ

= 15

= 2

Kg

Kg

注)  使用鉄筋は、全てSD345とする。

注入材(常温注入材式) m
3

= 0.005

5
30

アンカーバー

※)  上部工計上以外施工対象外(舗装工事施

8
89

30
3
10

2
50

80
1
70

1
2
5

9
2.
5

9
2
.5

5
30

2
00

3
3
0

80
8
0

500

280 200 20

8
89

30
3
10

2
50

80
1
70

1
2
5

9
2.
5

9
2
.5

500

280 200 20

80
8
0

ガスパイプ A50

支承部詳細図 縮尺 1:25

キャップ φ70×4

目地材(t=20mm)目地材(t=20mm)

目地材(t=30mm)
目地材(t=30mm)

アンカーバー

D136S

D137S

ゴム沓 150×150×30

150

アンカー部 ゴム沓部

D251S

D252S

(上部工にて計上)

信田橋　A1橋台踏掛版配筋図 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台踏掛版配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋
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鉄筋質量表

P 1-1 D25 9000 20 3.98 35.8 716

4 D19 3840 27 2.25 8.64 233

5 D16 1210 10 1.56 1.89 19

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

P

P

2250 kg

本数

 5-3

平均長

D16

記号 径

1210

877

a L

3
0
0

3
0
0

1
20
0

300

1200

300

824

640

10

2

4

4

1320

1270

1080

D16

D16

5-2

P 5-1

10-D16×1210(平均長)5P

2
4
0

2
4
0

a

D165P

D165P

4-4

4
@
30
0
0
=1
2
0
00

3
5
@3
0
0
=1
0
5
00

1
35
0
0

161.5777161.5

1200

1
05
0

9
00
0

1
5
00

1
40
0

1
0
0

4@150
=600

4
@
15
0

=
60
0

D251PD251P

D193P

断面図
1200

600 600

展開図

2
0
-D
2
5
×
9
0
00

1
-
1

P

D25 8

81313 Kg     ×

1313

= Kg10504

= Kg10504

杭1本当り 杭8本当り

(平均長)

Kg     ×

合計

10@212.7=2127(内側)

1200

161.5
100

161.5

1-1

D251P D193P

4

4
50

4

11

15
1
00

ス
ペ
ー

サ
ー

配
置

位
置

2
5
@1
5
0
=3
7
5
0

1
2
15

100
677

20@137.8=2755(外側)

D194P

1200

161.5 161.5

D251P D193P

20@137.8=2755

D252P

2-2

1200

161.5 161.5

D251P D193P

10@275.5=2755

3-3

877

877

8
0
00

1
0
-D
2
5
×
8
0
00

2
P

7
00
0

1
38
5

1
0-
D
25
×

70
0
0

1
-2

P

100

D252P

D194P

33

22

P 1-2 D25 7000 10 3.98 27.9 279

2P D25 3.988000 10 31.8 318

3 D19 4430 63 2.25 9.97 628P

2265

φ721

27-D19×38404P

2893

φ921

86
8

63-D19×44303P

179

90
6

D19 8

8937 Kg     ×

861

= Kg7496

= Kg6888Kg     ×

合計

杭1本当り 杭8本当りSD345

SD390

R=57 R=57

D22

D25

66

75

121

137.5

104

118

28

32

95

108

5

6

θ＞90° R＝5.5φ

θ≦90° R＝3φ

鉄筋曲げ加工表

D19

D13

D16

径

57

39

48

R

L

104.5

71.5

ΔL = 2 x L - a

θ=90°

L

89

61

75

a

25

17

21

ΔL

a

R

θ

82

56

69

a

θ=135°

88

R

5

3

4

ΔL

φ

D136P

D227P

(1942) (2029)

φ846
(φ646)

φ818
(φ618)

5-D22×25707P

204

5050
130

6
5

20-D13×310(参考)6P

5-FB 6×65×2660

D228P

3-D22×19508P 3-FB 6×65×2030

2570 2658

2
×
1
7
5

=
3
50

17
9

152

1 5
2

7P D22 3.04 7.81 392570 5

8P D22 3.04 5.93 181950 3

D22 857 = Kg456Kg     ×

種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m)1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

3

130

3.06 6.21 19

スぺ－サ－固定金具(参考)
種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m)1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

Uボルト 40 - - - スぺ－サ－と主鉄筋の固定

平鋼32×4.5 40 Uボルト固定用80 1.13 0.090 4

-

補強リング

主鉄筋と補強リングの固定

補強リング、固定金具(参考)

Uボルト

FB 6×65 2030

D25用 - - -

5 3.06 8.14 41 補強リングFB 6×65 2660

D228P
D227P

D227P

D136P

D136P

D16 819 Kg= 152Kg     ×

D136P

6P (D13) 0.995 0.308 6310 20 スペーサー（参考）

10600

4
70
0

3
0
00

8
50

8
50

3@2758.3=82751475 850

位置図

UCLCL

補強リングおよび固定金具詳細図

スペーサー D13

※1段当り4箇所に設置する。 

帯鉄筋 D19 主鉄筋 D25

※1箇所に2本
スペーサー固定金具  

補強リング
6
5

Uボルト   

161.5

84

6

※主鉄筋に対して全箇所 
Uボルト   

補強鉄筋 D22

FB 6×65

縮尺 1:12.5

ケーシングチュ-ブ

※ スペーサーは、1段毎に45°程度ずらして配置する。

平鋼

130

ラップ長45φ以上

※　帯鉄筋の継手位置は各々90°ずらして配筋すること。

帯鉄筋半円フック

R=57

φ
19

152

1
79

無溶接金物(Ｕボルト)取り付け図
＜主鉄筋D25と補強リング＞

1200

161.5 100 161.5

主鉄筋 D25

補強リング FB 6×65

無溶接金物(Ｕボルト)

補強鉄筋 D22

縮尺 1:50

100677

かぶり詳細図 縮尺 1:50

161.5

130

100

帯鉄筋 D19

主鉄筋 D25

補強鉄筋 D22

補強リング FB 6×65

※ 補強リングと帯鉄筋位置が、同一箇所となる場合は、
   帯鉄筋位置をかえずに補強リング位置を調整する。

主鉄筋金具詳細図

Uボルト(D25用)

主鉄筋 D25

ナット

補強リング FB 6×65

※ Uボルト又は、同等品を用いる。
   主鉄筋と補強リングは、全数金具で補強する。

信田橋　A1橋台場所打ち杭配筋図 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台場所打ち杭配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋

〈φ1200　杭長　L=13.5m.N=8本〉
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4 43
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0
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水抜きパイプ(VPφ75)

Du-P-φ0.15・0.50・0.50

縮尺　1:25地 下 排 水 工 詳 細 図
Du-P-φ0.15・0.50・0.50

砕石500

3
5
0

1
5
0

5
0
0

φ150有孔管

水抜きパイプ(VPφ75)

裏込めB

1:2

500

Du-P-φ0.15・0.50・0.50

5000

8003@3000=9000
800

1:0.8

2.0%

水抜きパイプ(VPφ75)

踏掛版(舗装工施工)

埋戻し高▽61.0 埋戻し高▽61.0

地下排水工

地下排水工

地下排水工

裏込めB

※下部工施工時

1
0
1
0
0

裏込材B

種     別

一次施工

693.9m

数   量区     分 単位 摘     要

材料表

裏込め材

裏込め工B m3 35.3

地下排水工 10.1Du-P-φ0.15・0.5・0.5 m裏込め排水工

二次施工 裏込め工B 3

項     目

A=68.7m2

A=2.530m2

信田橋　A1橋台裏込め排水工詳細図(1) 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台裏込め排水工詳細図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相　馬　工　事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋
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注：既設構造物に接続する土留壁は、現地計測を行い、寸法を調整すること。
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信田橋　A2橋台構造一般図 縮尺  1:250

底版

杭

材料強度・材質

SD345

σck=40N/mm

σck=30N/mm 2

2

コンクリート

躯体・底版

杭
鉄筋

SD390,SD345

＊杭のｺﾝｸﾘｰﾄ強度は、呼び強度を示す。

躯体 σck=30N/mm 2

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台構造一般図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A2橋台配筋図(1) 縮尺　1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台配筋図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A2橋台配筋図(2) 縮尺　1:125
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A2橋台配筋図(3) 縮尺　1:125
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A2橋台配筋図(4) 縮尺　1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台配筋図(4)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A2橋台配筋図(7) 縮尺　1:125
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)

注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

信田橋　A2橋台配筋図(8) 縮尺　1:125
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エポキシ鉄筋

◎

218 kg1 999 kg 2 217 kg(SD345) 合 計

-   63 kg 63 kgD13

-   70 kg 70 kgD16

-   47 kg 47 kgD19

218 kg1 155 kg 1 373 kgD22

-   664 kg 664 kgD25

機械式鉄筋 合 計

1 085 kg小 計

9015.03.9863 760D25RW  25◎

230.6870.99533690D13RW  24◎

60.6470.99510650D13RW  23◎

200.6070.99533610D13RW  22◎

125.961.5623 820D16RW  21◎

252.541.5610 (平均長)1 630D16RW  20◎

504.963.0410 (平均長)1 630D22RW  19◎

2827.93.0419 190D22RW  18◎

2827.93.0419 190D22RW  17◎

22925.43.049 (平均長)8 360D22RW  16◎

19919.93.98105 000D25RW  15◎

3736.83.9819 240D25RW  14◎

3736.73.9819 230D25RW  13◎

30133.43.989 (平均長)8 400D25RW  12◎

94 kg小 計

40.6870.9956690D13LW  12◎

60.6270.9959630D13LW  11◎

40.6570.9956660D13LW  10◎

334.681.5673 000D16LW  9◎

476.752.2573 000D19LW  8◎

1 038 kg小 計

2184.963.04441 630D22A  11※

1312.83.0414 200D22A  10-1◎

26028.93.0499 510D22A  9-3◎

30433.83.04911 130D22A  9-2◎

21223.63.0497 770D22A  9-1◎

エポキシ鉄筋 エポキシ鉄筋なし

283 kg

-   

-   

-   

283 kg

-   

-   

機械式鉄筋

9 839 kg 496 kg 6 442 kg 17 060 kg(SD345) 合 計

174 kg -   -   174 kgD13

308 kg -   81 kg 389 kgD16

135 kg -   1 682 kg 1 817 kgD19

2 289 kg 496 kg -   3 068 kgD22

956 kg -   -   956 kgD25

5 977 kg -   4 679 kg 10 656 kgD32

機械式鉄筋 合 計

1 759 kg小 計

167.801.5625 000D16RW  11

39015.03.98263 760D25RW  10

150.6870.99522690D13RW  9

110.6470.99517650D13RW  8

2713.31.5628 500D16RW  7

1717.751.5622 (平均長)4 970D16RW  6

33215.13.0422 (平均長)4 970D22RW  5

23113.63.0417 (平均長)4 460D22RW  4

11919.93.9865 000D25RW  3

16723.93.987 (平均長)6 000D25RW  2

28014.03.9820 (平均長)3 530D25RW  1

377 kg小 計

140.6870.99520690D13LW  7

60.6270.9959630D13LW  6

120.6570.99519660D13LW  5

586.470.99596 500D13LW  4

586.470.99596 500D13LW  3

944.681.56203 000D16LW  2

1356.752.25203 000D19LW  1

6 725 kg小 計

575.653.04101 860D22F  12※

2265.653.04401 860D22F  11※

253.101.5681 990D16F  10☆

563.101.56181 990D16F  9☆

16011.42.25145 050D19F  8☆

32823.42.251410 390D19F  7☆

35123.42.251510 390D19F  6☆

39823.42.251710 390D19F  5☆

44523.42.251910 390D19F  4☆

1 39933.36.23425 350D32F  3☆

1 34832.16.23425 150D32F  2☆

1 93246.06.23427 390D32F  1☆

8 199 kg小 計

23959.86.2349 600D32A  8

24661.46.2349 860D32A  7

4964.963.041001 630D22A  6※

57828.93.04209 510D22A  5-3

67633.83.042011 130D22A  5-2

47223.63.04207 770D22A  5-1

24949.86.2358 000D32A  4-1

2 25164.36.2335 (平均長)10 320D32A  3

24949.86.2358 000D32A  2-1

2 25164.36.2335 (平均長)10 320D32A  1

(エポキシ鉄筋なし)

☆

☆

(エポキシ鉄筋)(上部工施工)

D13

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

44

44

-

-

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

D13

(下部工施工)

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

50

50

-

-

50　箇所

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

(エポキシ鉄筋)

D13

(下部工施工)

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

100

100

-

-

100　箇所

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

筋

φ

a

θ

a

90
°

a

鉄筋加工寸法表

L

4

3

5

6

7

5

1
2φ

R

直角フック

L

L

a

69

56

L

21

17

95

108

125

28

32

37

8225

a

75

61

a

82 53

66

L

104

118

137

103

119

91

8978

θ=90°θ=60° θ=135°

L=2L-a

8

8

9

12

138

151

220

164

41

45

66

49

151

165

240

179

210

132

156

144

φ

R

φ

12φ

L

L

L

119

96

a

113

92

164

215

185

155

177

205

134 141

88

71.5

48

39

R=3.0φ

121

137.5

159.5

66

75

87

104.557

R=5.5φ

θ≦90° θ＞90° θ=45°
径

主 D19

D25

D29

D22

D13

D16

237

260

281

379

226

247

360

269

176

192.5

280.5

209

96

105

153

114

D51

D32

D38

D35

320

239

201

119

157

182

138

100

半円径フック

8φ以上で12cm以上

R

220

主　筋 中間帯鉄筋

摘要質量（kg）1本当り質量（kg）単位質量（kg/m）本数長さ（mm）径符号

鉄 筋 表(上部工施工)
摘要質量（kg）1本当り質量（kg）単位質量（kg/m）本数長さ（mm）径符号

鉄 筋 表(下部工施工)

24649.26.2357 900D32A  4-2

24649.26.2357 900D32A  2-2

3115.73.0425 160D22A  10-2◎

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)

　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

A種鉄筋 C種鉄筋 A種鉄筋 C種鉄筋

A種鉄筋 C種鉄筋

44　箇所

信田橋　A2橋台配筋図(9)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台配筋図(9)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋

26     58



4
65
0

10491

10491

鉄筋質量表

S 1 D25 4800 71 3.98 19.1 1356

2 D25 4990 37 3.98 19.9 736

3 D16 10500 33 1.56 16.4 541

4 D16 10620 17 1.56 16.6 282

5 D13 470 263 0.995 0.468 123

6 D13 960 13 0.995 0.955 12

7 D13 300 104 0.995 0.299 31

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

10688

5344 5344

5
0
00

5
0
00

1
6@
3
00
=
4
80
0

144

1
0
0

1
0
0

100 144 100

1
0
0

3
2
@1
5
0
=4
8
0
0

1
0
0

34@150=510017@300=5100

D252S
D251S

D164S D163S

4-4 5-5

33

5
00
0

1
0
0

5
00
0

1
0
0

1
6@
3
00
=
4
80
0

1
0
0

3
2
@1
5
0
=4
8
0
0

1
0
0

310

12592.5 92.5

D
25

2
S

D
2
5

1
S

D
1
3

5
S

6
-6

3
7-
D
25
×

49
9
0

2
S

3@100=300

3
@
10
0
=
30
0

100

3
@
50
=
1
50

50

11
8

50

118

R
=
75

R
=7
5

7
1-
D
25
×

48
0
0

1
S

4
80
0

263-D13×4705S

195

1
13

195

13-D13×9606S 104-D13×3007S

S

S

S

S

S

S

D25 2092 kg

D16 823 kg

D13 166 kg

合計 3081 kg

管

PL

50A

t=4

210

φ70

13

13

5.31 1.12

0.121

15

2

kg17

3081 kg

コンクリート (A1-3)

型枠 (C)

ゴム沓 150×150×30(E)

目地材 (エラスタイトt=20mm)

目地材 (エラスタイトt=30mm)

= 16.6 m
3

= 4.9 m
2

= 14 箇所

= 4.9 m
2

= 5.1 m
2

ガスパイプ

キャップ

6

6

10688

10688

3
10

1
1
3
8
4
1
13

2.500%

34@300=10200 100100

68@150=10200 100100

144

144

144

144

4
5

3-3

D163S

D164SD135S

8
4

8
4

17-D16×106204S

33-D16×105003S

88
°
34
'

91°
26'

5
00

2
20

2
801

10100

13@750=9750175 175

12@750=9000 550550

1

4
5

445 10760 445

1-1

311650

10100

12@750=9000

5001053

550 550

アンカーバー D22
608

2
2

2.500%

ゴム沓 150×150×30アンカーバー D22

2-2

D22

D25

66

75

121

137.5

104

118

28

32

95

108

5

6

θ＞90° R＝5.5φ

θ≦90° R＝3φ

鉄筋曲げ加工表

D19

D13

D16

径

57

39

48

R

L

104.5

71.5

ΔL = 2 x L - a

θ=90°

L

89

61

75

a

25

17

21

ΔL

a

R

θ

82

56

69

a

θ=135°

88

R

5

3

4

ΔL

φ

10688 20
(目地材)

(SD345)

ガスパイプ

アンカーキャップ

= 15

= 2

Kg

Kg

注)  使用鉄筋は、全てSD345とする。

注入材(常温注入材式) = 0.005 m
3

5
30

アンカーバー

※)  上部工計上以外施工対象外(舗装工事施

8
9
1

30
3
1
0

2
50

8
0

1
7
0

1
2
5

9
2.
5

9
2.
5

5
3
0

2
0
0

3
3
0

8
0

8
0

500

28020020

8
9
1

30
3
1
0

2
50

8
0

1
7
0

1
2
5

9
2.
5

9
2.
5

500

28020020

8
0

8
0

ガスパイプ A50

支承部詳細図 縮尺 1:25

キャップ φ70×4

目地材(t=20mm)目地材(t=20mm)

目地材(t=30mm)
目地材(t=30mm)

アンカーバー

D136S

D137S

ゴム沓 150×150×30

150

アンカー部 ゴム沓部

D252S

D251S

(上部工にて計上)

信田橋　A2橋台踏掛版配筋図 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台踏掛版配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋
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鉄筋質量表

P 1 D29 8800 24 5.04 44.4 1066

2 D19 4520 44 2.25 10.2 449

3 D16 1200 10 1.56 1.87 19

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

P

P

1557 kg

本数

 3-3

平均長

D16

記号 径

1200

873

a L

3
0
0

3
00

1
20
0

300

1200

300

820

634

10

2

4

4

1320

1260

1080

D16

D16

3-2

P 3-1

10-D16×1200(平均長)3P

2
40

2
40

a

D163P

D163P

2-2

2
@3
0
00
=
6
00
0

1
5@
3
00
=
4
50
0

7
50
0

163.5873163.5

1200

1
05
0

8
80
0

1
8
00

1
7
00

2
6
@1
5
0
=3
9
0
0

1
40
0

1
0
0

4@150
=600

4
@1
5
0

=
6
00

D291PD291P

D192P

断面図
1200

600 600

展開図

2
4-
D
29
×

88
0
0

1
P

(平均長)

24@114.3=2743

1200

163.5 873 163.5

1-1

D291P D192P

2

4
50

2

11

5
0

2893

φ
921

179

96
4

44-D19×45202P

1
0
0

ス
ペ
ー

サ
ー

配
置

位
置

R=57

D29 8

81066 Kg     ×

1066

= Kg8528

= Kg8528

杭1本当り 杭8本当り

Kg     ×

合計

D19 8

8491 Kg     ×

449

= Kg3928

= Kg3592Kg     ×

合計

杭1本当り 杭8本当りSD345

SD390

D22

D25

66

75

121

137.5

104

118

28

32

95

108

5

6

θ＞90° R＝5.5φ

θ≦90° R＝3φ

鉄筋曲げ加工表

D19

D13

D16

径

57

39

48

R

L

104.5

71.5

ΔL = 2 x L - a

θ=90°

L

89

61

75

a

25

17

21

ΔL

a

R

θ

82

56

69

a

θ=135°

88

R

5

3

4

ΔL

φ

D134P
D225P

2545 2633

φ838φ810

3-D22×25505P

204

5050
130

6
5

12-D13×310(参考)4P

3-FB 6×65×2640

2
×
1
75

=
35
0

5P D22 3.04 7.75 232550 3

D134P

D225P

D22 823 = Kg184Kg     ×

種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m)1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

3

72

3.06 8.08 24

スぺ－サ－固定金具(参考)
種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m)1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

Uボルト 24 - - - スぺ－サ－と主鉄筋の固定

平鋼32×4.5 24 Uボルト固定用80 1.13 0.090 2

-

補強リング

主鉄筋と補強リングの固定

補強リング、固定金具(参考)

Uボルト

FB 6×65 2640

D29用 - - -

152

D16 819 Kg= 152Kg     ×

4P (D13) 0.995 0.308 4310 20 スペーサー（参考）

10600

4
70
0

3
0
00

8
50

8
50

3@2758.3=8275 8501475

位置図

UCLCL

補強リングおよび固定金具詳細図

スペーサー D13

※1段当り4箇所に設置する。 

帯鉄筋 D19 主鉄筋 D29

※1箇所に2本
スペーサー固定金具  

補強リング

6
5

Uボルト   

163.5

86

6

※主鉄筋に対して全箇所 
Uボルト   

補強鉄筋 D22

FB 6×65

縮尺 1:12.5

ケーシングチュ-ブ

※ スペーサーは、1段毎に45°程度ずらして配置する。

平鋼

130

ラップ長45φ以上

※　帯鉄筋の継手位置は各々90°ずらして配筋すること。

帯鉄筋半円フック

R=57

φ
19

152

1
79

無溶接金物(Ｕボルト)取り付け図
＜主鉄筋D29と補強リング＞

1200

163.5 873 163.5

主鉄筋 D29

補強リング FB 6×65

無溶接金物(Ｕボルト)

補強鉄筋 D22

縮尺 1:50

163.5

130
主鉄筋 D29

帯鉄筋 D19

補強鉄筋 D22

補強リング FB 6×65

かぶり詳細図 縮尺 1:50

※ 補強リングと帯鉄筋位置が、同一箇所となる場合は、
   帯鉄筋位置をかえずに補強リング位置を調整する。

主鉄筋金具詳細図

Uボルト(D29用)

主鉄筋 D29

ナット

補強リング FB 6×65

※ Uボルト又は、同等品を用いる。
   主鉄筋と補強リングは、全数金具で補強する。

信田橋　A2橋台場所打ち杭配筋図 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台場所打ち杭配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名
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材料表
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裏込め工B m3 42.8

地下排水工 10.1Du-P-φ0.15・0.5・0.5 m裏込め排水工

二次施工 裏込め工B 3

項     目

A=63.9m2

A=3.029m
2

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相　馬　工　事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋

信田橋　A2橋台裏込め排水工詳細図(1) 縮尺  1:125

A2橋台裏込め排水工詳細図(1)
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直接基礎

L型擁壁
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擁壁形式

設計要領　第二集（R1.7）
適 用 基 準

道路橋示方書・同解説I～V（H29.11）

設 計 条 件

料

kh=0.16（第I種地盤）

コンクリートとの地盤摩擦係数

裏込土の内部摩擦角

項　　　　　　　　　　目

上  載  荷  重

裏込土の単位体積重量

単　位 数　　値 摘　　要

雪  荷  重（車道部・圧雪、法面） 全ケース

常時のみ

最大地盤反力度（常時）

最大地盤反力度（地震時）

*設計水位は、現況最低地盤高さ設定。

():常時換算値

L型擁壁　数量表
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20

展　開　図
側　面　図

平　面　図
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信田橋　A1橋台側L型擁壁構造一般図

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台側L型擁壁構造一般図

東日本高速道路株式会社  東北支社
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S=1:300 断　面　図 S=1:200

鉛直打継目詳細図 伸縮目地詳細図 S=1:80S=1:80
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設計要領　第二集（R1.7）
適 用 基 準

道路橋示方書・同解説I～V（H29.11）

設 計 条 件

料

kh=0.16（第I種地盤）

コンクリートとの地盤摩擦係数

裏込土の内部摩擦角

項　　　　　　　　　　目

上  載  荷  重

裏込土の単位体積重量

単　位 数　　値 摘　　要

雪  荷  重（車道部・圧雪、法面） 全ケース

常時のみ

最大地盤反力度（常時）

最大地盤反力度（地震時）

*設計水位は、現況最低地盤高さ設定。

():常時換算値
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展　開　図

信田橋　A2橋台側L型擁壁構造一般図

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A2橋台側L型擁壁構造一般図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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平　面　図

A - A
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図面の種類
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設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ
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東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。平面位置図
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相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台側L型擁壁配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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信田橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(2) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台側L型擁壁配筋図(3)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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信田橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(3) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台側L型擁壁配筋図(4)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

信田橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(4) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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設計会社名

施工会社名
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株式会社オリエンタルコンサルタンツ
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A1橋台側L型擁壁配筋図(5)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

信田橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(5) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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信田橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(6) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台側L型擁壁配筋図(7)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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信田橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(7)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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かぶり詳細図 縮尺 1：40
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A2橋台側L型擁壁配筋図(1)
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信田橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(1) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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A2橋台側L型擁壁配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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信田橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(2) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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信田橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(3) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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信田橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(5) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

F30 D25

F30 D25

F1 D13
0

F
1 D13
0

F2 D13
0

W34

19
5

299.5

19
5

23-D13x660

F32 D16 F32 D16

2-D13x3190(平均長)
W35

23
08

～
40

77
(
31

93
)

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆☆☆☆☆☆☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆ ☆ ☆

44     58

mailto:2@134.8
mailto:2@134.8
mailto:2@167.3
mailto:2@132.3
mailto:2@134.8
mailto:2@132.3
mailto:2@134.8
mailto:2@167.3


相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A2橋台側L型擁壁配筋図(6)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

5-D19x7310F8

28
5

7051

10-D19x4160(平均長)F9

2
85

1016～6783
(3900)

9-D19x7310F10

28
5

7051

21-D19x4020(平均長)F11

28
5

830～6685
(3758)

2-D19x9680F12

28
5

9161

12-D19x4030(平均長)F13

28
5

858～6680
(3769)

25-D19x9680(平均長)F14

28
5

9154～9161
(9158)

80-D25x1520F30

135°
0'

135°
0'

37
5

783

375

100

3
24

100

F 1
0

315-D13x500

100

2
80

100

F2
0

112-D13x450

28
5

28
5

信田橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(6) 縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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仮橋長 12000

300 支間長 11400 300

仮橋長 12000

覆工板天端
62.400

S=1:100側 面 図 S=1:50断 面 図

5700 5700

11400

Bn

D-ww

D

tg

H.W.L 60.673

50.00

1
20

8

支持杭天端
61.192

300 支間長 11400 300

5700 5700

幅
員

 6
00
0

2
00

0
30

00
3
00

0

2
00

0
20

00
20

00

地質名 記号 主な土質・岩石名

段丘

Bn

極細粒砂岩

大年寺層

D-ww

D

tg

盛土 粘土混じり砂礫

強風化極細粒砂岩

堆積物
粘土混じり砂礫

地質区分凡例

左  側

右  側

中  心CL

R

L

推定支持層線

地盤線凡例

今回施工推定支持層線

Bn

KA1 KA2

11400

KA1 KA2

Ⅰ期線施工時

推定支持層線

地覆
［ 380×100×10.5×16

支柱
L75×75×9,L=0.70m

手摺
L75×75×9,L=12.00m

ctc≦2000

L=12.00m

幅員 6000

2000 2000 2000

覆工板天端
62.400

1
20

8

20
8

70
0

（KA2橋台)

設 計 条 件

上

部

工

活荷重 自動車荷重 Ａ活荷重

衝撃荷重
覆工板 衝撃係数　i＝0.40

覆工板以外 衝撃係数　i＝0.30

たわみ L／400かつ25mm以下

縦断勾配 Level

横断勾配 Level

下

部

工

形式 杭橋脚

水平荷重 自動車荷重：活荷重×10％

たわみ L／400かつ25mm以下

支持杭の施工方法

ダウンザホ－ルハンマ工法(先行掘削、砂充填)

  先端支持力度の係数 α=1.0

  周面摩擦力度の係数 β=0.5

許容応力度の割増係数 1.5

準拠基準
道路土工－仮設構造物工指針 　社）日本道路協会 H11.3　　　

道路橋示方書・同解説 Ⅰ・Ⅱ  社）日本道路協会 H24.4

3
00

2000 2000 2000

Bn

tg

3
50

0

覆工板(SM490・落し込み式)
MD(M)-1.0×2.0(t=208mm)

主桁
H700×300×13×24
L=12.00m

横継材
［ 300×90×9×13

L=1.90m

支持杭
H300×300×10×15

L=3.500m
ダウンザホールハンマ工法
(砂充填・先端処理あり)

35
00 50
0

30
00

支持杭天端
61.192
設計地盤高
60.692

57.692

20
8

70
0

30
0

57.692

1
20

8
35

00

20
8

70
0

30
0

支持杭天端
61.192

57.692

90°

φ500

60.91

60.65

信田橋　仮桟橋一般図 47     58
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1
00

25
0

3
50

10
0

基礎材

コンクリート

(RC-40)

(C2-1)

450 100

100 550 100

750

894

654

10
0

10
8

天端コンクリート

(D1-1)

HP
φ
4
00

UW300XH300

U
W
3
0
0X

H
20

0

UW500XH300

UW300XH200

Co

BO
X 
W2
00
XH
20
0

UW300XH300

UW500XH300

UW300XH200

W500XH500

60.37 60.57

67.03

66.82

60.56

61.03
60.99

63.9064.05

63.92

60.46

60.90

67.08
67.21

64.84

64.28
64.28

60.98

44.500

L型擁壁施工

L=13.700m

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

1
1

▽64.280

既設ブロック新設L型擁壁

3
2
8
0

L=13.700m

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

▽60.250

▽61.00

コンクリート基礎工A(F)基礎延長　L=13.700m

12.716m0.984m

▽60.250

▽64.28

▽61.00

DL=60.00

1:0.5

1:0.4

3.
58

0m

3
00

3
.2

80
m

3
50

10
0

DL=60.000

3
00

H

300150
350

1:0.5

1:0.4

積ブロック(粗面)
(控35cm) 

裏込めコンクリート,t=15cm

良質土
または地山

水抜きパイプ
VPφ40～50,L=0.56 m/1箇所

止水コンクリート,t=10cm

裏込め砕石
（RC-40)

天端コンクリート,t=10cm

894

L ( H x 1.1180 )

10
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

35
0

10
0

σck=18N/mm2 (C2-1)

σck=18N/mm2 (D1-1)

σck=18N/mm2  (D1-1)

σck=18N/mm2 (D1-1)

※水抜きパイプは 2.0m2に1箇所設置する

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

側　面　図 S=1:200

平　面　図 S=1:200

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

信田橋

信田橋　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工詳細図

1-1断面

/

断　面　図 S=1:100

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ詳細図 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工詳細図 S=1:40S=1:40

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工断面図 S=1:100

A(F)

数量表
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S=1:150平 面 図

60.00

50.00

B1-S11-No.28(STA.486+00)CL

GH=62.23m L=18.10m

Bn

D-ww

D

tg

右
支
小
泉
川

67.41

67.06

67.07

60.44

60.23

60.23

60.60

60.60

60.63

60.61
60.85

60.25

60.22 60.26

68.31

67.08

60.70

58.65

58.69

58.59

58.75

61.14

61.00

67.7967.72
67.92

61.30

61.34

60.95

S
TA

.4
86

+ 0
0

S
TA

.4
86

+ 2
0

61.46

62.3861.38

61.75

67.65
68.76

68.14

67.81
68.48

67.95

67.62 67.49 67.46

67.68

67.48

67.2967.37

66.22

66.21

67.55

61.27

61.23

61.22

61.07

61.06
61.08

61.34

61.39

B1-S11-NO.28

二
級
河
川
右
支
小
泉
川

ST
A4
86
+7
.6
00

H.
W.

L

K1-H15-8

KⅡ-R4-13

S=1:150正 面 図

4050 0102030

56
00

5
40

0

11
00

0

親杭天端
+66.400

設計地盤
+61.000

+55.400

1000

φ600

親杭
H400×400×13×21

@1200 L=11.00m
電動バイブロハンマ
ウォータージェット併用

1200

100 L1=1000 100

軽
量

鋼
矢

板
製

品
幅

 5
1m
m

L2=100 L2=100 親杭
H400×400×13×21

・横矢板には軽量鋼矢板 LSP-3A(t=5mm･SS400)を使用する。　

・軽量鋼矢板長さ L1は、L2(両端が板厚以上かつ40mm以上)

 以上,親杭のフランジにかかる長さとする。

軽量鋼矢板継材
L100×100×10
L=5.50m

700

横矢板(軽量鋼矢板)
LSP-3A(t=5mm)

軽量鋼矢板継材
L100×100×10
L=5.50m

1
5@

35
5=

53
25

横矢板
軽量鋼矢板LSP-3A型
L=1.00m

@1200 L=11.00m
電動バイブロハンマ
ウォータージェット併用

S=1:20横矢板取付詳細図

名　称 種別

断面寸法

(mm)

長 さ

(m) 数量

単位質量

(kg/m)

単品質量

(kg)

質　量

(kg) 適　用

親杭　※ H H400×400×13×21 11.000 4 172.0 1,892.00 7,568

杭材　合計質量　① = 7,568 kg

横矢板(軽量鋼矢板)　※ LSP LSP-3A(t=5mm) 1.000 45 17.9 17.90 806

添接材　合計質量　② = 806 kg

軽量鋼矢板継材　※ L L100×100×10 5.500 6 14.9 81.95 492

軽量鋼矢板継材　合計質量　③ = 492 kg

総合計質量　①＋②＋③ = 8,866 kg

材　料　表

60
00

3000

3000

30
00

大型土のう設置　N=31袋

大型土のう設置　N=31袋

※　構造物掘削特殊部A5に含む

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

信田橋　A1橋台土留工構造図(1)

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台土留工構造図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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B1-S11-NO.28

K1-H15-8

B1-S11-No.28

K1
-H
15
-8

KII-R4-13

施工基面
▽61.000

①：1段目アンカー設置位置、n=11ヶ所
②：2段目アンカー設置位置、n=10ヶ所
③：3段目アンカー設置位置、n= 9ヶ所

①

② ②

SP-ⅤL型 46@500=23000

10@2000= 200002250

2
0
°

2
0
°

2
0
°

2
0
°

2
0°

2
0°

2
0
°

① ① ① ① ① ①

② ② ② ②

③ ③ ③ ③ ③

60.0

50.0

70.0

D-ww

D

tg

H.W.L60.6731:2.0

右
支
小
泉
川

Bn

1:
0.
5

1:0.5

1:0.8

施工基面▽61.00
場所打ち杭

床掘掘削▽58.665

18
50

0

15
50

9
96

8
6
98

2

10
00

30
00

30
00

2
96

8

SP-ⅤL型 46@500=23000

23000

場所打ち杭施工基面
+61.00

10@2000=20000 750

鋼矢板天端
+70.483

掘削底
+58.965

①
+67.933

②
+64.933

③
+61.933

+51.983

設計地盤高
+68.933

腹起材(加工材)
2-H300×300×10×15

1段目：L=22.00m×2
2段目：L=20.00m×2
3段目：L=17.50m×2

1
80

0
79

00

97
00

鋼矢板
SP-ⅤL型,L=18.50m

1ヶ所ｼﾞｮｲﾝﾄ・頭部溶接あり

施工基面
▽61.000

2250

②

2
0
°

①

③

②

2
0
°

①

③

②

2
0°

①

③

②

2
0°

①

③

掘削面側

背面側

500 500 500

50
0

溶接

溶接

SP-ⅤL型

1
20

500

上矢板

210

22
0

下矢板

67
0

※すみ肉ｻｲｽﾞ S=9mm
PL100×19×220(SM490A)

※すみ肉ｻｲｽﾞ　S=12mm

PL210×19×670(SM490A)

PL100×19×220(SM490A)
※すみ肉ｻｲｽﾞ S=9mm

ガウジング後溶接

（現場溶接）

鋼矢板
SP-ⅤL型

1
00

PL210×19×670(SM490A)

※すみ肉ｻｲｽﾞ　S=12mm

PL100×19×220(SM490A)
※すみ肉ｻｲｽﾞ S=9mm

S=1:20

裏波溶接または

鋼矢板　SP-ⅤL型

内 外

上矢板

－0°

下矢板

2
10

2
10

3
以

下

10
0

220 19

10
0

4以下
45°＋5°

19670

開先加工の形状

（現場溶接）

ガウジング後溶接

補強板 S=1:20
PL210×19×670(SM490A)

PL100×19×220(SM490A)

S=1:20

裏波溶接または

鋼矢板現場建込み溶接継手

4700

鋼矢板切断

L=2.55m N=46枚

210

UW250XH200 g

BOX

g
g

g

As

Co

Co

Co

U W 45 0 X H4 5 0

U
W
3
0
0
X
H
2
0
0

UW300XH200

U W
5 0
0 X
H 3
5 0

UW500XH500

UW500XH500 UW500XH500

UW500XH500

g

UW300XH200

U W
30
0X
H 2
0 0

g

二
級
河
川
右
支
小
泉
川

常磐自動車道

信田橋

ST
A4
86
+7
.6
00

ST
A4
86
+ 
8.
00
0

▽58.965

1:1.2

1:1.2

1:1.2

推定支持層線

ST
A4
86
+ 
8.
00
0

粘土混じり砂礫

記号 主な土質・岩石名

Bn

tg

強風化極細粒砂岩

粘土混じり砂礫

極細粒砂岩

地質区分凡例
正　面　図 S=1:300

D-ww

D

Bn(盛土)
N= -   γ=20kN/m3

φ= -° C= 0kN/m2

tg(段丘堆積物)
N=30  γ=19kN/m3

φ=35°C= 0kN/m2

D-ww(強風化極細粒砂岩)
N=45  γ=18kN/m3

φ=0° C=270kN/m2

D(極細粒砂岩)
N=105 γ=19kN/m3

φ=39°C=1950kN/m2

平　面　図 S=1:300

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

信田橋  A1橋台土留工構造図(2)

常 磐 自 動 車 道

信田橋

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

A1橋台土留工構造図(2)
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K1
-H
15
-8

Bn

D

tg

D-ww

DL=60.00

LC

D

tg

D-ww

▽58.875 ▽58.965

施工基面▽61.00

場所打ち杭

1:0.5

1:
0.
5

床掘掘削▽58.665

設計地盤高
+68.933 15

50
9
96

8

鋼矢板天端
+70.483

30
00

2
96

8

掘削底
+58.965

設計水位
+59.160

定着地盤高
58.000

10
00

30
00

①
+67.933

②
+64.933

③
+61.933

θ=40°

θ=40°

θ=40°

+60.765

+51.983

15
55
3(
16
50
0)

61
08

(6
50
0)

10
85
5(
11
50
0)

51
68

(5
50
0)

66
26
(7
00
0)

46
98

(5
00
0)

鋼矢板
SP-ⅤL型,L=18.50m

18
50

0

6
98

2

場所打ち杭φ1200

腹起材(加工材)
1～3段：2-H300×300×10×15

場所打ち杭施工基面
+61.00

1ヶ所ｼﾞｮｲﾝﾄ・頭部溶接あり

横矢板
軽量鋼矢板SP-Ⅲ型(t=5mm)

ガイド材
H300×300×10×15

L=7.00m

L=2.3m,N=16

K1-H15-8

・グラウンドアンカー仕様

Level

打設角度

削孔径

(mm)

自由長

Lf(m)

定着長　

La(m)

削孔長

(m)

分担幅　

(m)

設計

アンカー力

Po(KN) ﾕﾆｯﾄ

ＰＣ鋼　

より線

(本)

設置数

(ヶ所) サイズ

台座　

板厚

(mm)

支圧板

板  厚

(mm)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ

水平

(°)

垂直

(°) ﾀｲﾌﾟ

脚長

(mm)

① 20 40 φ115 16.500 6.500 23.200 2.000 372.05 K5-5 4 11 2-H300×300×10×15 16 22 H300-L90×10B 9

② 20 40 φ115 11.500 5.500 17.200 2.000 310.59 K5-3 3 10 2-H300×300×10×15 16 19 H300-L90×10B 6

③ 20 40 φ115 7.000 5.000 12.200 2.000 294.29 K5-3 3 9 2-H300×300×10×15 16 19 H300-L90×10B 6

＜注　記＞

　・鋼矢板天端　　　： +70.483

　・設計地盤高　　　： +68.933

  ・設計水位　　　　： +59.160

　・掘削底　　　　　： +58.965

  ・定着地盤高　　　： +58.000

　・掘削時の余堀り　： 掘削時は支保工設置位置より1.00m下までとする。

　・2～3次解体位置　： 支保工設置位置より1.00m下まで埋め戻して、十分締め固めた後解体する。

　・上載荷重　　　　： 10.00kN/m2 考慮する。

  ・鋼矢板の施工方法： 硬質地盤圧入工法とする。但し、施工条件による周面摩擦力度の係数βを0.5とする。

  ・鋼矢板の断面性能： 下図に示すように　鋼矢板継手部の掘削面側を鋼矢板頭部から50cm程度

　　　　　　　　　　　 溶接 するものとし、断面二次モーメントおよび断面係数は 全断面有効の

　　　　　　　　　　　 80%とする。

 ＜残置式アンカー＞（参考）

   ・使用工法　　：ＫＴＢ・残置式アンカー（引張型）

   ・定着具　　　：クサビ定着方式

   ・使用鋼材　　：ＰＣ鋼より線（７本よりφ12.7mm）

   ・上表中の削孔長は、先端余長（ﾊﾟｲﾛｯﾄｷｬｯﾌﾟ分として0.20m）を考慮した長さ

推定支持層線

後趾端推定支持層線

前趾端推定支持層線

16
@4

33
=6

92
8

項　目 規格寸法(mm) 長さ(本/m) 本数
単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量
摘　要

鋼矢板

添接板

杭材　合計質量:

(kg/本) (t)

支保工材

腹起(1段目)

腹起(2段目)

腹起(3段目)

副部材

消耗部材

支保工材　合計質量:

プレート

プレート　合計質量:

ｽﾁﾌﾅｰ(1段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(2段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(3段目)

腹起ブラケット

ブラケット　合計質量:

1段目

・鋼矢板数量表

ガス切断工

スクラップ重量合計質量:

項　目 規格寸法(mm) 長さ(m) 数量

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要

鋼矢板

ガイド金具

(kg) (kg)

打ち込み式ｱﾝｶｰ

合計質量: kg

種別

合計質量: kg

総合計質量: kg

・横矢板数量表

ﾌｨｰﾗｰﾌﾟﾚｰﾄ

合計質量: kg

合計

2段目

3段目

断　面　図 S=1:300

tg(段丘堆積物)
N=30  γ=19kN/m3

φ=35°C= 0kN/m2

D-ww(強風化極細粒砂岩)
N=45  γ=18kN/m3

φ=0° C=270kN/m2

D(極細粒砂岩)
N=105 γ=19kN/m3

φ=39°C=1950kN/m2

SP-VL型

(補強板)

18.5 46 105.0 1942.5 89.355

89.355

SY295
残置

合計

PL210×19×670

PL100×19×220

46

92

10.49

3.28

0.483

0.302

0.785

90.140

合計

H-300×300×10×15 22.000 2 100.0 2200.0 4.400

H-300×300×10×15 20.000 2 100.0 2000.0 4.000

H-300×300×10×15 17.500 2 100.0 1750.0 3.500

11.900

SS400

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ(H300)600×300×15 20 17 0.340

（主部材質量×0.04） 0.476 SS400

12.716

PL145×9×268 22

20

18

2.75 0.061

2.75 0.055

2.75 0.050

0.165

PL145×9×268

PL145×9×268

H300-L50×4 22 4.0 0.088

H300-L90×10B

H300-L50×4

H300-L90×10B

H300-L50×4

H300-L90×10B

22

20

20

18

18

4.0

4.0

21.5

21.5

21.5

0.473

0.080

0.430

0.072

0.387

1.530

46切断長さ　2.55m/本 18.5 105.0 267.75 12.317

12.317

46合計

SP SPⅢ型 2.300 16 60.0 138.00 2,208

2,208

H H300×300×10×15 1.000 7 93.0 93.00 651

651合計質量: kg

PL PL40×（t17～35）×250 ― 28 2.04 57

57

―

BN M20（埋め込み長80mm） ― 42 0.50 21

21

―

2,937SS400

SS400

SS400

t

t

t

t

t

t

t

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

信田橋  A1橋台土留工構造図(3)

常 磐 自 動 車 道

信田橋

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

A1橋台土留工構造図(3)
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S=1:50１－１ 断面図 S=1:10ガイド金具取付詳細図

S=1:10ガイド金具詳細図

平 面 図 S=1:50

鋼矢板
SP-ⅤL型

腹起材

ウィング堅壁

設計地盤高
+68.933

60.00

15
50

99
68

1
00

0
30

00
30

00
2
96

8
鋼矢板天端
+70.483

掘削底
+58.965

①
+67.933

②
+64.933

③
+61.933

１

１

1350

設計水位
+59.160

300

50 200

1
00

0

10
0

1
00

ガイド金具
H300×300×10×15
L=1.00m,n=7

23
.5

2@
40

0=
80
0

50

400

230
0

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

L=2.30m,n=16

ガイド金具
H300×300×10×15
L=1.00m,n=7

ガイド金具
H300×300×10×15
L=1.00m,n= 7

16
@4

33
=6

92
8

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

L=2.30m,n=16

200

200

ガイド金具
H300×300×10×15

L=1.00m,n= 7

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

L=2.30m,n=16

ﾌｨﾗｰﾌﾟﾚｰﾄ
PL40×17～35×250

n=28

3

100

80
40

30

17 35

ウィング堅壁 打ち込み式ｱﾝｶｰ
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=42

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

信田橋　A1橋台仮土留横矢板工詳細図

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台仮土留横矢板工詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

53     58



54     58



tg

D-ww

Bn

D

K1
-H
15
-9

l=7.50m ,n=8本
場所打ち杭 φ1200

LC

推定支持層線

後趾端推定支持層線

前趾端推定支持層線

tg

Bn

D-ww

D

▽58.770 ▽58.780

施工基面▽61.10
場所打ち杭

1:0.5

1:
0.
5

床掘掘削▽58.48

設計地盤高
+68.829

19
00

0

1
55

0
1
03

49

鋼矢板天端
+70.379

掘削底
+58.480

θ=40°

θ=40°

θ=40°

10
00

30
00

30
00

33
49

①
+67.829

②
+64.829

③
+61.829

+52.879

定着地盤高
58.000

設計水位
+59.380

+60.680

71
01

15
55
3(
16
50
0)

10
85
5(
11
50
0)

61
33
(6
50
0)

61
08

(6
50
0)

56
38

(6
00
0)

56
38

(6
00
0)

鋼矢板
SP-ⅤL型,L=19.00m

2758 2758 2758 850

腹起材(加工材)
1～3段：2-H300×300×10×15

1ヶ所ｼﾞｮｲﾝﾄ・頭部溶接あり

K1-H15-9

60.0

50.0

70.0

・グラウンドアンカー仕様

Level

打設角度

削孔径

(mm)

自由長

Lf(m)

定着長　

La(m)

削孔長

(m)

分担幅　

(m)

設計

アンカー力

Po(KN) ﾕﾆｯﾄ

ＰＣ鋼　

より線

(本)

設置数

(ヶ所) サイズ

台座　

板厚

(mm)

支圧板

板  厚

(mm)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ

水平

(°)

垂直

(°) ﾀｲﾌﾟ

脚長

(mm)

① 20 40 φ115 16.500 6.500 23.200 2.000 390.47 K5-5 4 8 2-H300×300×10×15 16 22 H300-L90×10B 9

② 20 40 φ115 11.500 6.000 17.700 2.000 333.52 K5-3 3 7 2-H300×300×10×15 16 19 H300-L90×10B 6

③ 20 40 φ115 6.500 6.000 12.700 2.000 338.66 K5-3 3 6 2-H300×300×10×15 16 19 H300-L90×10B 6

 ＜残置式アンカー＞（参考）

   ・使用工法　　：ＫＴＢ・残置式アンカー（引張型）

   ・定着具　　　：クサビ定着方式

   ・使用鋼材　　：ＰＣ鋼より線（７本よりφ12.7mm）

   ・上表中の削孔長は、先端余長（ﾊﾟｲﾛｯﾄｷｬｯﾌﾟ分として0.20m）を考慮した長さ
＜注　記＞

　・鋼矢板天端　　　： +70.379

　・設計地盤高　　　： +68.829

  ・設計水位　　　　： +59.380

　・掘削底　　　　　： +58.480

  ・定着地盤高　　　： +58.000

　・掘削時の余堀り　： 掘削時は支保工設置位置より1.00m下までとする。

　・2～3次解体位置　： 支保工設置位置より1.00m下まで埋め戻して、十分締め固めた後解体する。

　・上載荷重　　　　： 10.00kN/m2 考慮する。

  ・鋼矢板の施工方法： 硬質地盤圧入工法とする。但し、施工条件による周面摩擦力度の係数βを0.5とする。

  ・鋼矢板の断面性能： 下図に示すように　鋼矢板継手部の掘削面側を鋼矢板頭部から50cm程度

　　　　　　　　　　  溶接 するものとし、断面二次モーメントおよび断面係数は 全断面有効の

　　　　　　　　　　　 80%とする。

300

3@
10

00
=3

00
0

4@
10

00
=4

00
0 9
@2

80
=2
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11
@3
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L=1.00m,n=3

上段横矢板

軽量鋼矢板LSP-2型
L=1.20m,n=9

上段ガイド金具

L150×150×12

下段横矢板

軽量鋼矢板LSP-3D型
L=1.40m,n=11

L=1.00m,n=4

下段ガイド金具

L150×150×12

項　目 規格寸法(mm) 長さ(本/m) 本数

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要

鋼矢板

添接板

杭材　合計質量:

(kg/本) (t)

支保工材

腹起(1段目)

腹起(2段目)

腹起(3段目)

副部材

消耗部材

支保工材　合計質量:

プレート

プレート　合計質量:

ｽﾁﾌﾅｰ(1段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(2段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(3段目)

腹起ブラケット

ブラケット　合計質量:

1段目

・鋼矢板数量表

ガス切断工

合計質量:

項　目 規格寸法(mm) 長さ(m) 数量

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要

ガイド金具

(kg) (kg)

合計質量: kg

種別

合計質量: kg

・横矢板数量表

合計質量: kg

支保工材　合計質量:

2段目

3段目

断　面　図 S=1:300

Bn(盛土)
N= -   γ=20kN/m3

φ= -° C= 0kN/m2

tg(段丘堆積物)
N=30  γ=19kN/m3

φ=35°C= 0kN/m2

D-ww(強風化極細粒砂岩)
N=45  γ=18kN/m3

φ=0° C=270kN/m2

D(極細粒砂岩)
N=105 γ=19kN/m3

φ=39°C=1950kN/m2

SP-VL型 19.0 42 105.0 1995 83.790

83.790

SY295 残置

合計

PL210×19×670

PL100×19×220

42

84

10.49

3.28

0.441

0.276

0.716

84.506

合計

H-300×300×10×15 17.000 2 100.0 1700.0 3.400

H-300×300×10×15 15.000 2 100.0 1500.0 3.000

H-300×300×10×15 13.000 2 100.0 1300.0 2.600

9.000

SS400

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ(H300)600×300×15 16 17 0.272

（主部材質量×0.04） 0.360 SS400

9.632

PL145×9×268 16

14

12

2.75 0.044

2.75 0.039

2.75 0.033

0.116

PL145×9×268

PL145×9×268

H300-L50×4 16 4.0 0.064

H300-L90×10B

H300-L50×4

H300-L90×10B

H300-L50×4

H300-L90×10B

16

14

14

12

12

4.0

4.0

21.5

21.5

21.5

0.344

0.056

0.301

0.048

0.258

1.071

スクラップ重量

42切断長さ　2.55m/本 19.0 105.0 267.75 11.246

11.246

42合計

軽量鋼矢板 SP LSP-2型(t=5mm) 1.200 9 14.8 17.76 160

160

L L150×150×12 1.000 3 27.3 27.30 82

82

上段横矢板

打ち込み式ｱﾝｶｰ BN M20（埋め込み長80mm） ― 9 0.50 5

5

―

上段横矢板　合計質量: kg247

ガイド金具

合計質量: kg

合計質量: kg

合計質量: kg

鋼矢板 SP LSP-3D型(t=5mm) 1.400 11 19.3 27.02 297

297

L L150×150×12 1.000 4 27.3 27.30 109

109

下段横矢板

打ち込み式ｱﾝｶｰ BN M20（埋め込み長80mm） ― 12 0.50 6

6

―

下段横矢板　合計質量: kg412

(補強板)

SS400

SS400

SS400

t

t

t

t

t

t

t

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

信田橋  A2橋台土留工構造図(2)

常 磐 自 動 車 道

信田橋

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

A2橋台土留工構造図(2)
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B1-S11-No.28(STA.486+00)CL

GH=62.23m L=18.10m

67.41

60.44

60.23

60.23

60.60

60.60

60.63

60.61

60.22

68.31

58.65

58.69

58.59

61.14

61.00

67.79

ST
A .

48
6+

00

ST
A.

48
6+

20

61.46

67.65
68.76

68.14

67.81

67.46

67.68

67.48

67.29

66.22

66.21

67.55

61.23

61.06
61.08

二
級
河
川
右
支
小
泉
川

H.
W.
L

4050 0102030

Bn

補強土壁工 撤去延長 14900

かさコンクリート

 ▽61.100
基礎コンクリート(t=200mm)

砕  石

L=6.5m

L=4.0m

L=4.0m L=6.5m

L=5.0m

L=4.5m

 ▽66.588

1:1
.8

▽61.920

▽68.920

(平均高=0.734m)

基礎コンクリート

砕　石

2
00

2
0
0

400

600

2
50

(
平

均
高
)

7
34

300

大型土のう設置・撤去 31袋

大型土のう設置・撤去 31袋

撤去 A=55.5m2

耐候性大型土のう(1m /1年用)

基礎コンクリート

かさコンクリート

補強材

壁面工

項目 単位 数量

m
2

55.5

m 573.0

m
3

3.9

m3 1.2

袋 31

かさコンクリート(平均高 0.734m)

補強土壁盛土工範囲

基礎コンクリート(t=200mm)

砕  石

1400 1600

2

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

信田橋　A1橋台既設補強土壁撤去図

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A1橋台既設補強土壁撤去図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

平　面　図 S=1:200

正　面　展　開　図 S=1:200 側　面　図 S=1:200

コンクリート基礎形状図 S=1:20

かさコンクリート形状図 S=1:20

補強土壁撤去工 数量表
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60.63

60.61
60.85 60.85

60.25

60.22 60.26 60.28

60.28

67.63

二
級
河
川
右
支
小
泉
川

61.30

61.31

61.42

61.24

61.34

60.95

60.96

65.22

60.86

61.46

67.89

61.27

61.10

61.23

61.22

61.07

67.35

67.76

65.96

67.51

65.54

61.08

信田橋

S
TA

.4
86

+ 4
0

耐候性大型土のう(1m /1年用)

基礎コンクリート

かさコンクリート

補強材

壁面工

項目 単位 数量

m2 61.8

m 638.5

m3 4.1

m3 1.2

袋 125

大型土のう設置・撤去 125袋

60.682

かさコンクリート

 ▽60.630

基礎コンクリート（t=200mm）

砕  石

L=6.0mL=6.0m

L=4.5m L=4.0m

L=5.5m

L=5.5m

L=6.0m

L=5.0m

L=4.5m

L=5.5m

L=5.0m

L=4.5m

L=4.0m

▽66.268

▽68.83

▽67.983

▽65.890

補強土壁工 撤去延長 14650

(平均高=0.771m)

基礎コンクリート

砕　石

2
00

2
0
0

400

600

2
50

(
平

均
高
)

7
7
1

140 160

300

撤去 A=61.8m2

Bn

tg

大型土のう設置・撤去 125袋

基礎コンクリート（t=200mm）
砕  石

かさコンクリート(平均高 0.771m)

補強土壁盛土工範囲

補強土壁工 撤去延長 6850

補
強

土
壁

工
 撤

去
延

長
 7

80
0

2

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

信田橋　A2橋台既設補強土壁撤去図

常 磐 自 動 車 道

信田橋

A2橋台既設補強土壁撤去図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

平　面　図 S=1:200

正　面　展　開　図 S=1:200 側　面　図 S=1:200

コンクリート基礎形状図 S=1:20

かさコンクリート形状図 S=1:20

補強土壁撤去工 数量表
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